
第３次 高松市病院事業経営健全化計画（案）【概要】 
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病院局 



Ⅰ 計画の基本的な考え方 

１ 策定趣旨 
 

  本計画の位置付け   

 

     「新公立病院改革プラン」として、市立病院の果たすべき役割・将来像を見据え、医療・ 
  介護を取り巻く環境の変化に対応しつつ、質の高い医療の提供や経営健全化に取り組むため 
  の計画として策定するもの。 
 
 
    
 
 
 

   地域医療構想を踏まえた 
   役割の明確化 

経営の効率化 

再編・ネットワーク化 経営形態の見直し 

２ 計画期間 

 
  
 

平成３０（2018）年度から2020年度までの３か年 
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４つの視点 

    ※ 現行の計画期間は、平成２７年度から２９年度までの３か年 
 
  
 



Ⅱ 市立病院の現状と課題 
 １ 市立病院の現状  
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            市立病院は、高松市が設置する自治体病院として、救急医療・がん医療・災害時や感染症に対する医療・へ 

   き地医療など、政策的医療の提供に寄与している。 

        また、市民病院は「地域医療支援病院」の承認を受けており、周辺の医療機関との役割分担と連携を強化し、 

   より高度な医療を必要とする紹介患者の診療に力を入れている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 市立病院の経営状況 
  （１） 収益的収支等の推移（税抜） 

 
 

区  分 平成２７年度 平成２８年度 最終年度（２９年度）目標 平成２９年度見込 

収 
益 

医業収益 ５，２５１ ４，８４２ ６，４７８ ５，１６０ 

うち一般会計負担金 ２０９ ２０６ ２３３ ２３３ 

医業外収益 １，２５４ １，２７３ １，３５４ １，３２５ 

うち一般会計負担金 １，０５５  １，０８９ １，１３５ １，１９４ 

附帯事業収益 ２０ １５ ２１ １６ 

経常収益   A ６，５２６ ６，１３０ ７，８５３ ６，５０１ 

費 
用 

医業費用 ６，８７０ ６，７４１ ７，４６８ ６，８９６ 

医業外費用 １８４ １８６ ２７５ ２４１ 

附帯事業費用 ２９ ２７ ２８ ２４ 

経常費用   B ７，０８３ ６，９５４ ７，７７２ ７，１６０ 

経常損益  C=A-B △５５７ △８２４ ８１ △６６０ 

（単位：百万円） 

特別利益  D １１９ ２００ １ ２０８ 

特別損失  E ２７ ２，６９９ １０１  ９５ 

特別損益 F=D-E ９２ △２，４９９ △１０１ １１３ 

純損益  C＋F △４６５ △３，３２４ △１９ △５４７ 

※税抜、※平成２８年度の特別損失には、市民病院の減損損失2,672百万円を含む。※端数処理の関係上、合計と一致しないものがある。 



（２） 病院事業収益・費用の推移 

  

 

 
 

4 

   ※Ｈ２６の費用は、地方公営企業会計制度の見直しに伴い、特別損失として計上した退職給付引当金等３，８３５百万円を含んでいる。 
       ※Ｈ２８の費用は、減損会計の適用により、特別損失として計上した減損損失２，６７２百万円を含んでいる。 
    ※Ｈ２９は、決算見込   

・ここ数年、患者数の減少に伴い、慢性的な赤字が継続しており、良質な医療を安定的に確保
していくためには、経営の健全化を進め、現金・預金を確保することが喫緊の課題となっている。 
 
・同規模自治体病院と比較して、医業収支比率や経常収支比率が下位に位置する状況であり、
収支不均衡の改善を図るため、病床利用率の向上や救急車搬送患者の積極的な受入れ、職
員給与費や経費の抑制等に取り組むことが急務である。 

３ 市立病院の課題 
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Ⅲ 計画の概要 

１ 策定の視点 
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【地域医療構想を踏まえた役割の明確化】 
 
 
・急性期医療機能の充実 
・地域包括ケアの後方支援 
・地域まるごと医療の実践 
・医療従事者の確保・養成 
 
 
 

 
【経営の効率化】 

 
 
・経常収支比率等の数値目標を設定 
 
 
 
 
 
 

 
【再編・ネットワーク化】 

 
・高松市民病院と香川診療所を移転統合する「み 
 んなの病院」を整備 
・塩江分院をその附属医療施設として整備 
・急性期及び回復期の患者は「みんなの病院」で 
 対応 
・慢性期の患者は附属医療施設で対応 

 
【経営形態の見直し】 

 
・現在の地方公営企業法全部適用の形態を維 
 持 

 
 
 
 

４つの視点 

平成３１年度に単年度資金
収支の黒字化を目指す。 



２ 市立病院の基本理念と基本方針 
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３ 重点取組項目  
 

基本理念 『生きる力を応援します』 

基本方針 

みんなの病院 

 １ 『リーディングホスピタル』として、高松市医療全体の最適化を目指します。 

 ２ 『安全で良質な医療』を、ファインチームワークで提供します。 

 ３ 『まごころのある医療人』を、全力で育成します。 

 ４ 『地域とのつながり』を大切にし、みんなの暮らしを支えます。 

塩江分院 

 １ 『地域まるごと医療』を、市民とともに実践します。 

 ２ 『安全で良質な医療ケア』を、ファインチームワークで提供します。 

 ３ 『住民に愛される病院』を、おもいやりの心で実現します。 

みんなの病院 

 １ 救急医療 

 ２ がん医療 

 ３ 災害時や感染症に対する医療 

 ４ 医師確保機能の強化 

 ５ 地域医療連携の強化 

 ６ 地域包括ケアへの対応 

 ７ 経営基盤の強化 

塩江分院  １ 地域まるごと医療の推進 



（実現するための施策） 
本市病院事業の役割 
   
 

   
⑴ 
    

医療機関の自主的な取組
と相互協議の推進  

   
⑵ 
    

病床機能の分化及び連携
の推進  

   
⑶ 
    

在宅医療等の充実 

⑷ 医療従事者の確保・養成 
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継続 

Ⅳ 地域医療構想を踏まえた役割の明確化 

   
⑴ 
    

みんなの病院： 
 急性期医療機能の充実と、地域包括ケアの後方支援 

附属医療施設開院後（塩江分院）： 
 地域まるごと医療の実践による、地域の医療機関との役割分担 

   
⑵ 
    

みんなの病院：１１２床の削減（増減率73.1%） 
 地域包括ケア病床４４床を含めると（増減率62.6%） 

附属医療施設開院後（塩江分院）： 
 開院に向けて、病床数の妥当性について検討 

   
⑶ 
    

みんなの病院： 
 地域包括ケア病棟の開設による在宅復帰支援 

附属医療施設開院後（塩江分院）： 
 地域まるごと医療の実践と訪問事業の推進 

⑷ 

ア 若手医師の定着促進 
  みんなの病院：医学部学生等の実習・見学について、受   
         入体制の充実、臨床研修病院としての充実 
  附属医療施設開院後（塩江分院）：臨床研修医の研修         
         プログラム充実、地域密着型臨床実習 
         の場の提供 

イ 看護職員の養成、離職防止、再就業支援 
  実習生等の積極的な受入れ 

ウ 医療従事者の働きやすい環境整備 
  時間外勤務の縮減による過重労働の防止 
  院内保育所の設置 

香川県地域医療構想 本市病院事業の役割 



Ⅴ 再編・ネットワーク化と経営形態 

１ 新病院建設と医療機能の充実強化 
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２ みんなの病院の整備概要 
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医療機能 
① 病床数 305床（一般病床299床、感染症病床６床) 
② 診療科 25診療科（予定） 
  内科、呼吸器内科、消化器内科、循環器内科、神経内科、外科、呼吸器外科、脳神経外科、整   
  形外科、形成外科、精神科、小児科、皮膚科、泌尿器科、産科、婦人科、眼科、耳鼻咽喉科、リ 
  ハビリテーション科、放射線科、病理診断科、臨床検査科、麻酔科、歯科口腔外科、救急科 



３ 附属医療施設の整備概要 
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医療機能 
① 病床数 検討中 
② 診療科 総合診療科を基本として、今後検討 
整備状況 
 整備地が限定される中山間地域、また過疎地域である塩江町において、土地の有効活用や交流
人口の拡大など、経済的な相乗効果を発揮させるため、地域住民の拠点機能を担う病院と、地域
の活性化を図る観光関連施設の一体的な再整備を行う方向で検討を開始している。 
 なお、病床数及び診療科については、今後、みんなの病院との連携を視野に、必要数等を検討し
ていく。 

訪問医科 訪問歯科 

訪問看護 訪問リハビリ 

４ 経営形態 
   
 

 市立病院は、平成２３年４月に地方公営企業法の「一部適用」から、公営企業として独立性が強化さ
れ、より効率かつ効果的な病院経営が可能となる「全部適用」へと移行しており、引き続き、これを維
持することを基本とする。 



Ⅵ 点検・評価・公表等 
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収益確保 

費用節減 
取組 

収支改善 

経営安定 

取組目標 成果指標 

点検 
評価 

１ 経営の効率化に向けたプロセス  
  
 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&frm=1&source=images&cd=&cad=rja&docid=vJWl60vhW98IQM&tbnid=yFcJcdAqaQ55AM:&ved=0CAUQjRw&url=http://www.rosei.jp/jinjour/article.php?entry_no=55565&ei=YPulUd7TO8nGkwXm64DoBQ&bvm=bv.47008514,d.dGI&psig=AFQjCNHPH8YTPeq0Fay3iw3RLn542wK56A&ust=1369918644315700
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 ・「高松市立病院を良くする会」における審議概要及び各年度の取組状況に係る評価結果 

    報告書等については、ホームページにおいて公表する。 

３ 公表  
  
 

・本計画は、点検・評価等の結果、数値目標の達成が著しく困難である場合や、地域医療構想
及び地域医療構想調整会議の合意事項と齟齬が生じた場合には、速やかに見直しを行うことと
する。 

２ 点検・評価  
  
 

収支状況等の毎月チェック 

指標チェック 

目標値チェック 

取組状況チェック 

内部チェック 
（体制強化） 

経営戦略会議 

＜迅速な分析＆迅速な改善指示＞を行う体制 

分析・ 
原因究明 
機能強化 

外部チェック 高松市立病院を良くする会 



Ⅶ 経営の効率化 

１ 医療機能及び経営に関する主な数値目標  
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収
益
確
保 

Ｈ29年度（見込） Ｈ30年度 Ｈ31（2019）年度 2020年度 

み 
ん 
な 

１日当たりの入院患者数（人） １６６ １９３ ２１５ ２２０ 

１日当たりの外来患者数（人） ３６４ ３８０ ３６７ ３７６ 

※ 職員給与費対医業収益比率の( )は、退職給付費を除いた比率 

収益確保 

費用節減 
取組 

収支改善 

経営安定 

取組目標 成果指標 

点検 
評価 

塩 
江 

１日当たりの入院患者数（人） ４８ ５９ ５９ ５９ 

１日当たりの外来患者数（人） ９４ １０５ １０５ １０５ 

費
用
節
減 

Ｈ29年度（見込） Ｈ30年度 Ｈ31（2019）年度 2020年度 

み 
ん 
な 

職員給与費対医業収益比
率（％）※ 

８１．６ 
（７６．８） 

７２．９ 
（６８．９） 

６３．０ 
（５７．８） 

６３．０ 
（５７．６） 

経費対医業収益比率（％） ２６．６ ２５．９ ２２．１ ２１．９ 

塩 
江 

職員給与費対医業収益比
率（％）※ 

９３．８ 
（８６．１） 

８１．６ 
（７２．２） 

７７．６ 
（７４．３） 

７７．６ 
（７４．３） 

経費対医業収益比率（％） ３２．０ ３３．８ ３１．８ ３１．９ 



２ 目標達成に向けた具体的取組 
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救
急
医
療 

医
師
確
保 

Ｈ29年度（見込） Ｈ30年度 Ｈ31（2019）年度 2020年度 

救急車搬送患者受入件数（件） １，９００ １，９５０ ２，１００ ２，２００ 

救急車受入不可率（％） ２１ １９ １７ １５ 

Ｈ29年度（見込） Ｈ30年度 Ｈ31（2019）年度 2020年度 

医師増加数（人） ８ ４ ２ ２ 

病院実習生受入人数（人） １０ ７ ７ ７ 

病院見学生受入人数（人） ５ １０ １０ １０ 

地
域
包
括

ケ
ア 

【新規】 Ｈ29年度（見込） Ｈ30年度 Ｈ31（2019）年度 2020年度 

地域包括ケア病棟 
 病床稼働率（％） 

５３ ６０ ６５ ７０ 

み
ん
な
の
病
院 

収益確保 

地
域
医
療 

Ｈ29年度（見込） Ｈ30年度 Ｈ31（2019）年度 2020年度 

地域医療機関等訪問件数（件） ２００ １５０ １６０ １７０ 

健康教室・出張講座開催数
（回） 

３６ １０ １５ ２０ 
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施
設
基
準 

【新規】 Ｈ29年度（見込） Ｈ30年度 Ｈ31（2019）年度 2020年度 

がん患者指導管理加算３算定
件数（件） 

２０ ５０ ６０ ７０ 

診
療
報
酬 

Ｈ29年度（見込） Ｈ30年度 Ｈ31（2019）年度 2020年度 

診療報酬請求査定率（％以内） ０.１４ ０.１４ ０.１４ ０.１４ 

み
ん
な
の
病
院 

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン 

【新規】 Ｈ29年度（見込） Ｈ30年度 Ｈ31（2019）年度 2020年度 

インセンティブ付与の仕組みづ
くり（研究研修費の優先配分な
ど） 

― 検討 試行 本格実施 

３月末業績判定 

業績優秀医師等への 
研究・研修費の優先配分 

インセンティブ付与
の仕組み 

モチベーション維持・向上の取組 

業績優秀プロジェクトチームへの 
研究・研修費の優先配分 

検討 

収益確保 
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塩
江
分
院 

地
域
連
携 

Ｈ29年度（見込） Ｈ30年度 Ｈ31（2019）年度 2020年度 

病院文化祭来場者数（人） １７０ １８０ １９０ ２００ 

地
域
医
療 

Ｈ29年度（見込） Ｈ30年度 Ｈ31（2019）年度 2020年度 

地域医療機関訪問件数（件） ２５ ５０ ５５ ６０ 

診
療
報
酬 

Ｈ29年度（見込） Ｈ30年度 Ｈ31（2019）年度 2020年度 

診療報酬請求査定率（％以内） ０.５ １ １ １ 

訪
問
事
業 

医
師
確
保 

Ｈ29年度（見込） Ｈ30年度 Ｈ31（2019）年度 2020年度 

訪問診療件数（件） ７２０ ７２０ ７３０ ７４０ 

訪問歯科件数（件） １４４ １５０ １６０ １７０ 

訪問看護件数（件） ２，３００ ２，３２０ ２，３４０ ２，３６０ 

訪問リハビリテーション件数
（件） 

２５０ ２６０ ２７０ ２８０ 

Ｈ29年度（見込） Ｈ30年度 Ｈ31（2019）年度 2020年度 

香川大学等からの実習生受入
人数（人） 

４６ ４８ ５０ ５２ 

収益確保 
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物
品
管
理 

Ｈ29年度（見込） Ｈ30年度 Ｈ31（2019）年度 2020年度 

ジェネリック医薬品使用数量率
（％） 

８０ ８５ ９０ ９０ 

【新規】 Ｈ29年度（見込） Ｈ30年度 Ｈ31（2019）年度 2020年度 

材料費対医業収益比率（％） 
（ＳＰＤ導入に伴う材料費の抑制） 

２０．２ ２０．１ ２０．０ １９．９ 

医
薬
品 

省
エ
ネ
ル
ギ
ー 

Ｈ29年度（見込） Ｈ30年度 Ｈ31（2019）年度 2020年度 

電力使用料の対前年度削減比
率（％以上） 

△１ （みんなの病院の実績を踏まえ、圧縮に努める） 

み
ん
な
の
病
院 

塩
江
分
院 

医
薬
品 

Ｈ29年度（見込） Ｈ30年度 Ｈ31（2019）年度 2020年度 

ジェネリック医薬品使用数量率
（％） 

８５ ９０ ９０ ９０ 

省
エ
ネ
ル
ギ
ー 

Ｈ29年度（見込） Ｈ30年度 Ｈ31（2019）年度 2020年度 

電力使用料の対前年度削減比
率（％以上） 

△１ △１ △１ △１ 

費用節減 



３ 収支改善・経営安定を反映した成果指標  
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収
支
改
善 

Ｈ29年度（見込） Ｈ30年度 Ｈ31（2019）年度 2020年度 

み 
ん 
な 

経常収支比率（％） ９０．０ ９３．１ ９９．２ １０１．９ 

医業収支比率（％） ７５．９ ８３．２ ８９．０ ８８．８ 

塩 
江 

経常収支比率（％） ９６．４ １０４．３ １００．５ １００．３ 

医業収支比率（％） ６６．４ ７２．０ ６８．０ ６７．９ 

経
営
安
定 

Ｈ29年度（見込） Ｈ30年度 Ｈ31（2019）年度 2020年度 

み 
ん 
な 

年度末現金残高（百万円） １，８０８ △１６５ △２１  △４ 

塩 
江 

年度末現金残高（百万円）         ２７３  ２４１ ２０２ １８１ 

収益確保 

費用節減 
取組 

収支改善 

経営安定 

取組目標 成果指標 

点検 
評価 

※みんなの病院の現金残高不足は、塩江分院からの資金融通により対応する。 

合 
計 

年度末現金残高（百万円）       ２，０８１   ７６ １８１ １７７ 



４ 各年度の収支計画 

  収益的収支等の推移（税抜） 
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（単位：百万円） 

区  分 
平成２９年度 
（見込み） 

平成３０年度 平成３１（2019）年度 ２０２０年度 

収
 
益 

医業収益 ５，１６０ ６，１７０ ６，９５８ ７，０７５ 

うち一般会計負担金 ２３３ ３８６ ５３８ ５３７ 

医業外収益 １，３２５ １，２９９ １，２９３ １，５２９ 

うち一般会計負担金 １，１９４ １，１６５ ９７１ １，２０７ 

附帯事業収益 １６ １６ ２１ ２１ 

経常収益   A ６，５０１ ７，４８５ ８，２７２ ８，６２５ 

費
 
用 

医業費用 ６，８９６ ７，５３６ ８，０１９ ８，１７２ 

医業外費用 ２４１ ３６３ ２８０ ２８１ 

附帯事業費用 ２４ ２７ ２４ ２４ 

経常費用   B ７，１６０ ７，９２６ ８，３２４ ８，４７７ 

経常損益  C=A-B △６６０ △４４１ △５２ １４９ 

特別利益  D ２０８ １０９ ９７ ６８ 

特別損失  E ９５ １，１６９ ２３ ２３ 

特別損益 F=D-E １１３ △１，０６０ ７３ ４４ 

純損益  C＋F △５４７ △１，５０２ ２１ １９３ 

※端数処理の関係上、合計と一致しないものがある。 
 



Ⅷ 今後のスケジュール 

20 

平成３０年２月下旬  パブリックコメント 

平成３０年３月下旬  公表（ホームページほか） 


